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10
月
22
〜
23
日
の
台
風
で
、

多
く
の
冠
水
が
発
生
し
た
。

　
公
明
党
は
、
国
民
の
命
を

守
る
事
を
政
治
の
最
優
先
課

題
と
し
、
全
国
的
な
防
災
減

災
、
老
朽
化
対
策
を
集
中
的

に
支
援
す
る
『
防
災
・
減
災

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
』
を
提
唱

し
、
そ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
。
国
土
の
強
靭
化
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
し

『
地
方
創
生
』
に
大
き
く
貢

献
す
る
重
要
な
政
策
で
あ
る
。

　
政
府
は
中
小
河
川
の
氾
濫

防
止
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

ソ
フ
ト
対
策
と
自
助
も
組
み

合
わ
せ
た
総
合
的
対
策
を
進

め
て
い
る
。

問
　
台
風
21
号
に
よ
る
市
内

の
被
害
状
況
は
。

答
　
時
間
最
大
雨
量
48
㎜
、

総
雨
量
２
９
８
㎜
、
床
上
浸

水
1
棟
、
床
下
浸
水
12
棟
、

道
路
冠
水
26
件
、
倒
木
7
件
、

物
的
被
害
11
件
。
特
に
、
向

町
で
は
広
範
囲
道
路
冠
水
や

11
棟
の
住
宅
床
下
浸
水
、
藤

原
町
で
は
道
路
冠
水
や
工
場

等
3
棟
の
浸
水
被
害
、
ま
た
、

西
新
町
や
も
の
つ
く
り
大
学

西
側
一
帯
が
湛
水
し
た
。

問
　
武
蔵
水
路
工
事
に
伴
い

改
修
さ
れ
た
水
門
の
効
果
は
。

答
　
3
水
門
、
6
放
流
口
が

集
中
管
理
さ
れ
、
佐
間
水
門

地
点
で
忍
川
の
水
位
を
1
・

24
ｍ
下
げ
、
被
害
が
軽
減
さ

れ
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

問
　
市
民
の
不
安
を
な
く
す

対
策
が
必
要
だ
が
、
今
後
の

災
害
対
策
は
。

答
　
被
害
が
多
発
す
る
西
新

町
、
藤
原
町
で
対
策
し
て
い

る
。
進
捗
に
合
わ
せ
、
浸
水

被
害
の
あ
る
他
地
区
に
つ
い

て
も
順
次
検
討
し
て
い
く
。

問
　
国
土
強
靭
化
を
踏
ま
え
、

自
治
体
間
の
広
域
連
携
が
重

要
で
あ
り
、
首
都
圏
の
中
で

埼
玉
の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。
経
済
の
活
性
化
に
繋
が

る
災
害
支
援
に
つ
い
て
本
市

の
考
え
は
。

答
　
地
域
防
災
計
画
に
よ
り

本
市
域
の
安
定
を
図
り
、
県

と
連
携
し
支
援
に
努
め
る
。

問
　
候
補
地
選
定
は
点
数
化

し
52
ケ
所
か
ら
直
接
安
養
寺

に
決
定
し
た
が
、
次
点
の
候

補
地
と
も
僅
差
で
あ
り
他
の

候
補
地
と
の
比
較
が
殆
ど
な

い
。
他
の
ご
み
処
理
組
合
で

は
候
補
地
選
定
審
査
会
を
重

ね
、
数
を
徐
々
に
絞
り
、
検

証
結
果
の
過
程
が
見
え
る
。

答
　
６
つ
の
基
準
で
点
数
化

し
一
番
点
数
の
高
か
っ
た
安

養
寺
を
候
補
地
と
し
た
。

問
　
組
合
が
つ
く
っ
た
項
目

で
組
合
が
点
数
化
し
、
安
養

寺
に
決
ま
っ
て
か
ら
も
、
安

養
寺
堰
用
水
事
業
の
受
益
地

の
た
め
、
８
年
間
何
も
手
が

つ
け
ら
れ
ず
用
地
取
得
が
遅

れ
る
な
ど
、
様
々
な
問
題
が

出
て
来
た
。安
養
寺
あ
り
き
の

候
補
地
選
定
で
は
な
い
の
か
。

答
　
当
初
、
県
の
農
林
部
局

に
確
認
し
た
時
点
で
は
受
益

地
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

選
定
を
進
め
て
い
た
が
、
平

成
27
年
５
月
に
な
っ
て
受
益

地
だ
と
判
明
し
た
。

問
　
安
養
寺
に
決
定
後
、
予

定
外
の
洪
水
対
策
費
が
追
加
。

さ
ら
に
候
補
地
周
辺
住
民
の

要
求
で
あ
る
余
熱
利
用
施
設

建
設
（
温
水
プ
ー
ル
等
）
も

合
意
し
て
し
ま
い
、
行
田
市

負
担
が
さ
ら
に
上
昇
す
る
と

考
え
る
。
中
止
し
て
市
単
独

で
行
う
べ
き
で
は
。
小
針
に

既
に
土
地
も
購
入
済
で
あ
る
。

答
　
鴻
巣
市
内
に
ご
み
処
理

施
設
を
建
設
す
る
こ
と
が
大

前
提
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

考
え
は
な
い
。

●
待
機
児
童
問
題

問
　
待
機
児
童
問
題
で
、
入

所
で
き
な
い
保
護
者
か
ら
基

準
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
声

が
全
国
で
あ
る
。
行
田
市
も

選
考
基
準
は
公
表
す
る
べ
き

で
は
。
ま
た
透
明
性
を
確
保

す
る
上
で
希
望
者
に
は
採
点

結
果
も
公
表
す
べ
き
で
は
。

答
　
選
考
基
準
を
公
表
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
認
識
し

て
い
る
。
来
年
の
２
月
末
ま

で
に
は
公
表
で
き
る
よ
う
進

め
る
予
定
で
あ
り
、
採
点
結

果
の
公
表
も
対
応
し
て
い
く
。

問
　
難
聴
の
児
童
・
生
徒
に

対
す
る
補
聴
器
等
の
購
入
費

補
助
は
あ
る
か
。

答
　
身
障
者
手
帳
所
持
者
は

９
割
の
補
助
が
受
け
ら
れ
、

手
帳
を
取
得
し
て
い
な
い
方

で
も
難
聴
児
補
助
金
に
よ
り

３
分
の
２
が
補
助
さ
れ
る
。

問
　
補
聴
器
専
用
の
耳
栓

（
イ
ヤ
ー
モ
ー
ル
ド
）
は
子

ど
も
の
成
長
に
伴
い
買
い
替

え
が
必
要
だ
が
補
助
対
象
か
。

答
　
修
理
の
扱
い
で
前
者
と

同
様
に
補
助
対
象
で
あ
る
。

問
　
教
室
で
教
師
の
マ
イ
ク

の
音
声
を
Ｆ
Ｍ
受
信
機
で
児

童
・
生
徒
が
聞
く
「
Ｆ
Ｍ
補

聴
器
シ
ス
テ
ム
」
に
も
補
助

が
あ
る
か
。

答
　
補
聴
器
と
同
様
の
補
助

が
あ
り
、
導
入
実
績
も
あ
る
。

●
乳
幼
児
期
〜
学
齢
期
の
歯

科
口
腔
保
健
推
進
に
つ
い
て

問
　
本
市
の
子
ど
も
は
虫
歯

保
有
率
が
高
い
。
フ
ッ
化
物

洗
口
に
よ
る
虫
歯
抑
制
で
羽

生
市
は
全
国
的
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
と
聞
く
が
、
近
隣

市
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
熊
谷
市
は
小
学
校
全
校
、

羽
生
市
は
小
・
中
学
校
全
校

で
週
１
回
フ
ッ
化
物
洗
口
を

実
施
し
、
他
の
日
は
食
後
の

歯
磨
き
を
行
い
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

問
　
本
市
で
は
星
宮
小
学
校

が
週
１
回
、
老
本
幼
稚
園
が

週
２
回
フ
ッ
化
物
洗
口
を
行

い
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
が
、

ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

答
　
磨
き
残
し
の
無
い
歯
磨

き
習
慣
化
と
と
も
に
歯
科
口

腔
保
健
推
進
の
実
践
内
容
の

一
つ
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

問
　
フ
ッ
化
物
洗
口
の
有
効

性
と
安
全
性
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答
　
日
本
学
校
歯
科
医
会
は

虫
歯
抑
制
効
果
は
高
い
と
し

て
い
る
。
厚
労
省
の
フ
ッ
化

物
洗
口
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
、
学
校
歯
科
医
の
指
導

の
下
、
教
諭
と
保
護
者
が
連

携
し
て
実
施
し
て
お
り
、
安

全
性
に
も
問
題
な
い
と
考
え

る
。

問

問問

答問問問 答答

答答答

問問問 答

問 答答

問答

問

答

　「
安
養
寺
の
土
地
」

問
　
ご
み
処
理
施
設
（
行
田

鴻
巣
、
北
本
３
市
広
域
）
建

設
予
定
地
で
あ
る
鴻
巣
市
安

養
寺
の
土
地
は
、
雨
が
降
る

と
洪
水
の
よ
う
に
な
る
。
ご

み
処
理
施
設
建
設
に
適
合
し

な
い
土
地
で
は
な
い
か
。

答
　
洪
水
対
策
と
し
て
、
盛

り
土
の
ほ
か
、
集
中
豪
雨
の

際
、
雨
水
の
流
出
量
抑
制
の

た
め
、
調
整
池
を
設
置
す
る
。

周
辺
の
土
地
や
施
設
に
つ
い

て
は
、
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
施
工
す
る
。

　「
建
設
費
の
総
額
は
不
明
」

問
　
広
域
で
の
施
設
建
設
の

総
額
は
い
く
ら
な
の
か
。

答
　
総
額
（
３
市
）
は
、
２

４
８
億
円
で
あ
る
。
他
に
、

用
地
取
得
費
、
造
成
費
等
周

辺
整
備
費
、
余
熱
利
用
施
設

整
備
費
等
に
つ
い
て
は
、
総

額
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
今

後
算
出
す
る
。

　
本
市
負
担
額
の
比
較
で
は
、

３
市
広
域
の
場
合
は
、
62
億

円
（
熱
回
収
施
設
の
み
の
２

０
０
億
円
÷
人
口
比
）。

　
本
市
単
独
で
は
、
82
億
円
。

広
域
の
ほ
う
が
20
億
円
の
負

担
軽
減
と
な
る
。

問
　
本
市
単
独
で
の
建
設
で

は
20
億
円
の
負
担
増
と
い
う

が
、
こ
の
差
は
解
消
で
き
る

額
。
広
域
で
の
積
算
は
、
必

要
な
額
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。

広
域
で
の
総
額
が
不
明
で
も
、

広
域
で
進
め
る
の
か
。

　
将
来
負
担
を
か
け
な
い
本

市
小
針
の
土
地
で
の
ご
み
処

理
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
平
成
25
年
５
月
に
構
成

３
市
で
基
本
合
意
さ
れ
た
。

●
臨
時
職
員
の
処
遇
改
善

問
　
本
市
に
お
い
て
も
、
最

低
で
も
時
給
９
０
０
円
と
い

う
設
定
が
で
き
な
い
か
。

答
　
近
隣
自
治
体
の
動
向
を

見
な
が
ら
対
応
。
熊
谷
市
で

は
９
１
０
円
を
設
定
。

問
　
学
童
保
育
従
事
者
（
社

協
臨
時
職
員
）
に
通
勤
手
当

を
支
給
す
べ
き
で
は
。

答
　
来
年
度
か
ら
通
勤
手
当

を
支
給
す
る
。

問
　
多
様
な
主
体
に
よ
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

具
体
的
に
ど
ん
な
取
り
組
み

が
あ
る
か
。

答
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
み
ず
し
ろ
で
毎
年
開
催
し

て
い
る
み
ず
し
ろ
フ
ェ
ス
タ

や
、
忍
城
趾
周
辺
地
区
の
景

観
ま
ち
歩
き
な
ど
が
あ
る
。

問
　
ど
の
よ
う
な
部
分
が
協

働
と
言
え
る
の
か
。

答
　
み
ず
し
ろ
フ
ェ
ス
タ
は

市
民
主
体
の
実
行
委
員
会
方

式
で
開
催
し
て
お
り
、
市
民
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
活
動
団
体
の

共
催
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
協
働
に
お
け
る
メ
リ
ッ

ト
と
、
課
題
は
何
か
。

答
　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
行

政
で
は
手
の
届
か
な
い
き
め

細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
、
地
域
住
民
の
自
治
意
識

の
向
上
に
よ
る
市
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
の
進
展
等
が
挙

げ
ら
れ
る
。
一
方
で
、
相
互

理
解
の
た
め
に
協
議
と
合
意

形
成
を
繰
り
返
す
必
要
が
あ

り
、
双
方
に
負
担
が
大
き
い

こ
と
等
が
課
題
で
あ
る
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
協
働
の
取

り
組
み
に
お
い
て
、
市
民
と

行
政
の
関
係
に
悪
循
環
が
見

受
け
ら
れ
る
。
私
も
何
度
か

参
加
し
た
が
、
最
初
は
あ
る

程
度
人
数
が
集
ま
っ
て
も
、

い
つ
も
同
じ
よ
う
な
人
た
ち

が
行
政
の
批
判
を
繰
り
返
し
、

若
者
や
子
育
て
世
代
等
は
発

言
も
し
に
く
く
、
そ
の
う
ち

段
々
参
加
者
が
減
り
、
行
政

と
市
民
で
お
互
い
に
不
信
感

だ
け
が
募
っ
て
し
ま
う
。
こ

の
よ
う
な
状
況
に
ど
う
対
応

し
て
い
く
べ
き
か
。

答
　
協
働
を
進
め
る
上
で
最

も
大
切
な
も
の
と
し
て
、
行

政
も
市
民
も
双
方
が
協
働
の

意
識
を
醸
成
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
人
口
減
少
対
策
の
効
果

と
実
績
は
。

答
　
今
ま
で
社
会
減
の
割
合

が
大
き
か
っ
た
が
、
近
年
出

生
数
の
減
少
等
に
伴
う
自
然

減
の
割
合
が
増
え
て
き
て
い

る
。
子
育
て
支
援
や
定
住
促

進
奨
励
金
、
あ
る
い
は
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
等
様
々
な
政
策
を
総

合
的
に
推
進
し
た
結
果
、
社

会
減
の
減
少
幅
は
年
々
着
実

に
緩
や
か
に
な
っ
て
き
て
い

る
。

問
　
現
状
を
踏
ま
え
て
今
後

ど
の
よ
う
な
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

答
　
若
い
世
代
や
子
育
て
世

帯
の
転
入
促
進
及
び
転
出
抑

制
対
策
等
、
効
果
的
な
施
策

の
推
進
に
全
庁
で
取
り
組
む
。

問
　
堤
防
強
化
対
策
の
公
共

事
業
実
施
に
伴
う
移
転
に
対

し
て
、
市
外
へ
の
転
出
を
抑

止
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
き
た
か
、
ま
た

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。

答
　
利
根
川
上
流
河
川
事
務

所
に
対
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
に
対
す
る
配
慮

に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
、

国
土
交
通
省
と
の
連
絡
調
整

会
議
を
通
じ
て
要
望
内
容
を

働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
代

替
地
の
提
供
や
市
営
住
宅
の

あ
っ
せ
ん
等
市
の
協
力
体
制

に
つ
い
て
申
し
入
れ
た
。
今

後
と
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

引
き
続
き
生
活
で
き
る
よ
う

国
土
交
通
省
と
連
携
を
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
須
加
、
下
中
条
、
酒
巻
、

北
河
原
地
区
の
一
部
の
新
規

転
入
者
に
は
外
部
へ
の
排
水

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
排

水
路
整
備
は
で
き
な
い
の
か
。

答
　
新
た
な
排
水
路
を
整
備

す
る
に
は
関
係
機
関
と
の
協

議
や
調
査
に
要
す
る
期
間
も

長
期
に
わ
た
り
、
工
事
も
大

規
模
な
も
の
に
な
る
こ
と
か

ら
、
早
期
の
整
備
は
困
難
な

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

〇
防
災
拠
点
、
空
き
家
対
策

問

問問問

問 答答

答答答

問

問問 答答問

答答 問

答

問問問 答答 答

答問答問答

市政に対する　一般質問市政に対する　一般質問 市政に対する　一般質問市政に対する　一般質問

台
風
21
号
の
被
害
と
災
害
対
策

江

　川

　直

　一

（
公
明
党
）

防 災 ・ 減 災

行
田
市
、鴻
巣
市
、北
本
市
３
市
の

ご
み
広
域
化
、建
設
予
定
地
の
問
題
点

斉

　藤

　博

　美

（
日
本
共
産
党
）

ご み 問 題

未
来
を
育
む
教
育
環
境
に
つ
い
て

加

　藤

　誠

　一

（
黎
明
21
）

教 育 行 政

人
口
減
少
対
策
と
新
住
民
に

対
す
る
排
水
不
許
可
の
矛
盾

野

　口

　啓

　造

（
黎
明
21
）

人口減少対策

多
様
な
主
体
に
よ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

野

　本

　翔

　平

（
新
政
策
研
究
会
）

協 働 の 推 進

ご
み
処
理
施
設
は
小
針
予
定
地
に

三

　宅

　盾

　子

（
ま
ち
を
住
み
よ
く
す
る
会
）

ご み 広 域 化

市政に対する　一般質問市政に対する　一般質問

みずしろフェスタ


